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学びたい講義を一つだけ、1 日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 

お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 
 

 

➀舞台芸術の世界へ          【大阪芸術大学提携講座】 水曜 1限 10:30～12:00 

10/21 演劇・舞台演出について 大阪芸術大学舞台芸術学科 教授 山本健翔 

10/28 俳優・声優の楽しさ 大阪芸術大学舞台芸術学科 講師 小森創介 

③JAPANSTUDY「世界に誇れる日本料理」「日本の食文化」         木曜 1限 10:30～12:00 

10/29 自己紹介 現代の食環境 P3～P5 椀物の基礎 料理研究家 近藤一樹 
 

■ 場 所  ＬＩＣはびきの内施設 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間   当該講義日の1週間前から前日まで  

※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日支払） 
 
 
 

 

 

 

受付 9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

ご提出いただきました個人情報につきましては、羽曳野市個人情報保護条例(平成12年羽曳野市条例第43号)に基づき適切に管理いたします。 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。 

※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 

 

 

                 だより                                            

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1丁目 1番 1号（LICはびきの内） 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

 

10月の聴講のご案内 

オータムコンサート＆特別講義 

 

感染予防対策のため、講義室へ入室の際、検温い

たします。(37.5 度以上の場合は、受講をご遠慮い

ただきます。) 

手指消毒していただいた後、着席してください。 

受講時はマスクの着用をお願いします。 

先月号でもお知らせしましたが、10月 17日(土)LICはびきのホール Mにてはびきの市民大学公開講座を開催い

たします。入場には整理券が必要となります。ただいま配布中です。(お一人様 4枚まで。なくなり次第終了。)

今月号では、第１部オータムコンサート出演の大阪音楽大学専攻科生からコメントをいただきました。 

また、裏面の学長コラムでは、第２部特別講義「これからのミステリーとは？」について執筆しています。 

～大阪音楽大学専攻科生よりコメントをいただきました～ 

オータムコンサートは、⼤阪⾳楽⼤学専攻科⽣が企画・制作から演奏までをすべて学⽣⾃⾝が⾏っていま

す。メンバー⼀同、ご来場の皆さまに⾳楽を楽しんでいただけるような演奏会を⽬指して企画させていた

だきました。 

今回のメイン曲はサン・サーンスの「動物の謝⾁祭」。たくさんの動物が登場するこの作品、⽿でも⽬で

も楽しめるプログラムとなっており、また楽しい仕掛けも準備しておりますのでぜひご期待ください！ 

皆さまのご来場を⼼よりお待ちしております。 

学 長 コ ラ ム 【第 13回】 

今回のウイルス拡散が早かったのは、現代社会が格段に都市化し、交通手段の発達

によって人々の移動がこれまでにないほど容易で活発になったからだ。そのため私た

ちは生物としての進化史上、かつてなかった暮らし方をしているのだが、その都市文

明が遭遇したパンデミック。近代都市の落とし子であるミステリー文学はどういうふ

うに変化していくのだろう。 

１０月１７日（土）、人気ミステリー作家の有栖川有栖氏を市民大学にお招きする。

氏とは２０年以上のお付き合いで、一緒に『大阪探偵団』という対談集を出したり、

氏の文庫本『幻坂』の解説を書いたりしたこともある。初対面のとき、過不足なく自

分の思いを伝えてくれる人、という印象を受けたが、その有栖川氏に今後の日本ミス

テリーにかける抱負を語っていただくことになった。 

氏には十何年か前にも市民大学へ来ていただいたことがある。今回は、特別講義に

加えて１月９日の学長企画講座にも出ていただくのを、楽しみにしている。 

 

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

【プログラム】 
 

・シュライナー / インマークライナー 

・ベートーヴェン / エリーゼのために 

・ベートーヴェン / 交響曲第 9 番 

・サン・サーンス / 動物の謝⾁祭 

etc. 

 

小説家・推理作家 有栖川有栖 × はびきの市民大学学長 河内厚郎 

 ミステリーの歴史は新しく、ポーが世界初のミステリーとされる『モルグ街の殺人』

を書いたのが１８４１年。日本では１９２３年、江戸川乱歩の『二銭銅貨』からとい

うのが通説である。 

秘密を前提として成立するミステリー文学は、個人のプライバシーを認めない世界

では通用しない。江戸川乱歩や横溝正史らのミステリーが関西で産声をあげたのは、

近代的な都市生活者が登場したからだった。 

ところが、その都市生活がこの度のウイルス騒ぎで変わるとか言われている。現代社

会は格段に都市化したが、その落とし子であるミステリーはどうなっていくのだろ

うか。 

 


